
 

 

一 

次
の
(1)
、
(2)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

(1) 

次
の
①
か
ら
③
の
熟
語
を
、「
ア 

重
箱
読
み
」
と
「
イ 

湯
桶
読
み
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号

を
答
え
な
さ
い
。 

① 

幕
内
（ 

 
 

 
 

） 

② 

台
所
（ 

 
 

 
 

 

） 
 

③ 

手
本
（ 

 
 

 
 

 
 

） 

 (2) 

次
の
①
か
ら
③
の
熟
語
の
熟
字
訓
を
書
き
な
さ
い
。 

 

① 

今
朝
（ 

 
 

 
 

） 
② 
七
夕
（ 

 
 

 
 

 

） 

③ 

小
豆
（ 

 
 

 
 

 

） 

 二 

次
の
ア
か
ら
カ
の
言
葉
を
「
和
語
」「
漢
語
」「
外
来
語
」「
混
種
語
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で 

答
え
な
さ
い
。 

 

  
 

 

和
語 

（ 
 

 
 

 
 

 

） 

漢
語 

（ 
 

 
 

 
 

 

） 
 

外
来
語
（ 

 
 

 
 

 
 

） 

混
種
語
（ 

 
 

 
 

 
 

） 

 

三 

次
の
(1)
か
ら
(3)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

(1) 

次
の
文
は
、
二
通
り
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
が
わ
か
る
よ
う
に
、 

【 

】
の
条
件
に
し
た
が
っ
て
、
読
点
（
、
）
を
打
ち
な
さ
い
。 

  

① 

私
は 

静
か
に 

眠
っ
て 

い
る 

妹
を 

見
つ
め
た
。
【
私
が
静
か
だ
っ
た
。
】 

 

② 

私
は 

静
か
に 

眠
っ
て 

い
る 

妹
を 

見
つ
め
た
。【
眠
っ
て
い
る
妹
が
静
か
だ
っ
た
。
】 

 
 

(2) 

次
の
①
、
②
の 

 

線
部
の
文
節
と
文
節
の
関
係
に
当
て
は
ま
る
も
の
を
、
次
の
ア
か
ら
オ
の 

中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

  

 

① 

私
は
、
姉
が 

作
っ
た 

ケ
ー
キ
を 

食
べ
た
。 

 
 
 

（ 
 

 
 

） 

② 

地
球
は
、
青
く
て 

美
し
い 

星
だ
。 

 
 

 
 

 

（ 
 

 
 

） 

 (3) 

次
の
①
か
ら
③
の 

 

線
部
の
呼
応
の
副
詞
に
対
応
す
る
言
葉
を
（ 

 

）
に
書
き
な
さ
い
。 

 

① 

ま
る
で
、
写
真
の
（ 

 
 

 
 

）
。 

 
 
 

② 

た
と
え
、
月
日
が
流
れ
（ 

 
 

 
 
 

）
、
こ
の
出
来
事
を
、
決
し
て
忘
れ
な
い
。 

 

③ 

な
ぜ
、
失
敗
し
た
の
（ 

 
 

 

）
、
よ
く
考
え
て
み
よ
う
。 

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

学
習
し
た
こ
と
を
確
か
め
よ
う 

年 
 

組 
 

番 

名
前 

 
 

 
 

ア 

て
ん
ぷ
ら 

 

イ 

メ
デ
ィ
ア 

 

ウ 

言
葉 

 

エ 

ぼ
く 

オ 

花
火
大
会 

 

カ 

歩
く 

ア 

主
・
述
の
関
係 

 

イ 

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係 

 

ウ 

接
続
の
関
係 

 

エ 

並
立
の
関
係 

 
 

オ 

補
助
の
関
係 
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私
は 

静
か
に 

眠
っ
て 

い
る 

妹
を 

見
つ
め
た
。 



 

 

一 

次
の
(1)
、
(2)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

(1) 

次
の
①
か
ら
③
の
熟
語
を
、「
ア 

重
箱
読
み
」
と
「
イ 

湯
桶
読
み
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号

を
答
え
な
さ
い
。 

① 

幕
内
（ 

 

ア 
 

） 

② 

台
所
（ 

 

ア 
 

 

） 
 

③ 

手
本
（ 

 

イ 
 

 
 

） 

 

(2) 

次
の
①
か
ら
③
の
熟
語
の
熟
字
訓
を
書
き
な
さ
い
。 

 

① 

今
朝
（ 

け
さ 

 

） 
② 
七
夕
（ 

た
な
ば
た 

） 

③ 

小
豆
（ 

あ
ず
き 

 

） 

 二 

次
の
ア
か
ら
カ
の
言
葉
を
「
和
語
」「
漢
語
」「
外
来
語
」「
混
種
語
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で 

答
え
な
さ
い
。 

 

  
 

 

和
語 

（ 
 

ウ
、
カ 

 

） 

漢
語 

（ 
 

エ 
 

 

） 
 

外
来
語
（ 

 

ア
、
イ 

 

） 

混
種
語
（ 

 

オ 
 

 

） 

  

三 

次
の
(1)
か
ら
(3)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

(1) 

次
の
文
は
、
二
通
り
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
が
わ
か
る
よ
う
に
、 

【 

】
の
条
件
に
し
た
が
っ
て
、
読
点
（
、
）
を
打
ち
な
さ
い
。 

  

① 

私
は 

静
か
に

、
眠
っ
て 

い
る 

妹
を 

見
つ
め
た
。
【
私
が
静
か
だ
っ
た
。
】 

 

② 

私
は

、 

静
か
に 

眠
っ
て 

い
る 

妹
を 

見
つ
め
た
。【
眠
っ
て
い
る
妹
が
静
か
だ
っ
た
。
】 

 
 (2) 

次
の
①
、
②
の 

 

線
部
の
文
節
と
文
節
の
関
係
に
当
て
は
ま
る
も
の
を
、
次
の
ア
か
ら
オ
の 

中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

  

 

① 

私
は
、 

姉
が 

作
っ
た 

ケ
ー
キ
を 

食
べ
た
。 

（ 
 

ア 
 
 

） 

② 

地
球
は
、
青
く
て 

美
し
い 

星
だ
。 

 
 

 
 

 

（ 
 

エ 
 
 

） 

 

(3) 

次
の
①
か
ら
③
の 

 

線
部
の
呼
応
の
副
詞
に
対
応
す
る
言
葉
を
（ 

 

）
に
書
き
な
さ
い
。 

 

① 

ま
る
で
、
写
真
の
（ 

よ
う
だ 

）
。 

 
 
 

② 

た
と
え
、
月
日
が
流
れ
（ 

て
も 

 
 

）
、
こ
の
出
来
事
を
、
決
し
て
忘
れ
な
い
。 

 

③ 

な
ぜ
、
失
敗
し
た
の
（ 

か 
 

）
、
よ
く
考
え
て
み
よ
う
。 

 

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

学
習
し
た
こ
と
を
確
か
め
よ
う 

年 
 

組 
 

番 

名
前 
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答
え 

ア 

て
ん
ぷ
ら 

 

イ 

メ
デ
ィ
ア 

 

ウ 

言
葉 

 

エ 

ぼ
く 

オ 

花
火
大
会 

 

カ 

歩
く 

ア 

主
・
述
の
関
係 

 

イ 

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係 

 

ウ 

接
続
の
関
係 

 

エ 

並
立
の
関
係 

 
 

オ 

補
助
の
関
係 

◆
解
説
◆ 

「
重
箱
読
み
」
は
、
音
読
み
＋
訓
読
み
、 

「
湯
桶
読
み
」
は
、
訓
読
み
＋
音
読
み 

の
漢
字
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◆
解
説
◆ 

下
の
文
節
が
す
ぐ
上
の
文
節
の
意
味
を
補
う
文
節
ど
う
し
の
関
係
を

「
補
助
の
関
係
」
と
言
い
ま
す
。
（
例
）
歩
い
て 

い
る 

 

 

私
は 

静
か
に 

眠
っ
て 

い
る 

妹
を 

見
つ
め
た
。 

◆
解
説
◆ 

 
 

和
語
は
、
も
と
も
と
日
本
で
使
わ
れ
て
い
た
言
葉
で
、
平
仮
名
で
書
か
れ
た
り
、
訓
読
み
で
表
さ
れ
た
り
し
ま
す
。 

 
 

漢
語
に
は
、
古
く
に
中
国
か
ら
入
っ
て
き
た
言
葉
や
日
本
で
作
ら
れ
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
「
ぼ
く
」
（
僕
）
の
よ
う

に
、
平
仮
名
で
書
か
れ
て
い
て
も
音
読
み
す
る
語
で
あ
れ
ば
、
漢
語
で
す
。 

 
 

外
来
語
は
、
中
国
以
外
の
外
国
か
ら
入
っ
て
き
た
言
葉
で
、
片
仮
名
で
書
く
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
外
来
語
の
意

識
が
薄
く
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
平
仮
名
や
漢
字
で
書
か
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

混
種
語
は
、
和
語
、
漢
語
、
外
来
語
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
で
き
た
言
葉
で
す
。 


